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『ヘルス・メディカル微生物研究センター』

背景・社会的意義等

目標・令和6年度実績・成果・課題

〇 新興・再興感染症が世界的な問題となっている昨今、有効かつ安全なワクチンの開発が

急務となっている。

〇 超高齢社会に突入し、健康長寿社会の実現を目指す中、食事や腸内細菌などの腸内環境を

介した免疫機能の制御と健康との関連が社会的にも大きく注目されている。

〇 複数の大型プロジェクトの中核拠点として研究推進
〇 学術的成果のみならず、社会的注目度の高い情報発信

ポイント

〇 AMED SCARDA事業を中心に自らのワクチンモダリティ・アジュバント・キャリア開発と
他機関への支援

〇 腸内環境研究の中核拠点としての拡張
〇 マイクロバイオーム医薬品の開発とレギュラトリー研究
〇 栄養や身体活動と腸内環境との関係
〇 精密栄養学に基づく個人ごとに適した食を提案・提供する社会の基盤構築
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新興・再興感染症対策等に資するため、重症病態の解明を行うとともに診断

法、治療法、ワクチン及びその免疫反応増強剤（アジュバント）等に関する研

究開発を行い、迅速なワクチンや治療薬等の開発につながる基盤技術の開発、

多様な安全性・有効性評価系の構築及び緊急時における研究支援体制の構築等

を目指す。また、その成果等も活用してワクチン等の開発を支援する。

『ヘルス・メディカル微生物研究センター』のミッション

個別最適化した生活習慣病等対策に資するよう、データベースの活用も含め

て免疫や腸内細菌叢など腸内環境に関する研究を行い、免疫システムを標的と

した個別化医療、腸内環境に基づく新たなヘルスケア領域の創生等を目指す。

また、その成果等も活用して医薬品等の開発、ヘルスケア領域での活用を支援

する。
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プロジェクト/研究室の役割

『ヘルス・メディカル微生物研究センター』の研究プロジェクト（令和６年度）

〇 ワクチンマテリアルPJ（國澤）
粘膜免疫に着目したワクチン開発

〇 腸内環境システムPJ（國澤）
腸内環境を基盤にした新規創薬・
ヘルスケア開発

〇 細胞ワクチンPJ（河原）
遺伝子細胞治療法や創薬スクリー
ニング法の開発

〇 健康マイクロバイオームPJ（南里）
個別最適化した生活習慣病やフレ
イル予防に資するデータ収集と
解析、社会実装

〇 細菌情報学PJ（山口）
ゲノム解析に基づく宿主と細菌の
重症化因子の探索有用遺伝資源の
マイニング
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『ワクチンマテリアルPJ』：日本国内における細菌性食中毒の発生

最近も頻発しています

原因病原体が同定されているだけの数

潜在的な患者数は、さらに多いと予想される。

細菌性食中毒の原因病原体別患者数の割合（2014-2023年）

事件数： 1,021
患者数：11,803

細菌：4,501ウイルス：5,530（ノロウイルス:5,502）
寄生虫：689 自然毒：129 その他：592
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厚生労働省食中毒統計資料より作図 細菌性食中毒の
原因病原体に対する
感染症対策が必要
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カンピロバクター：2024.06.26

高校生ら35人が下痢などの症状
（小倉市）

腸管出血性大腸菌：2024.05.07

保健所に通う4人がO26に感染
（都城市）

ウエルシュ菌 ：2024.06.14

125人が食中毒（長野市）

：2023.08.31サルモネラ

32人が食中毒、80代男性が死亡
（長野市）

黄色ぶどう球菌 ：2024.07.29

130人が食中毒、1人死亡
（横浜市）

成果
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『ワクチンマテリアルPJ』：C. Jejuni QcrC特異的2B1抗体の樹立と機能解析
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細菌表面に発現する分子を認識
する2B1抗体の樹立

免疫沈降産物のプロテオーム
解析により認識分子を同定

シトクロムbc1複合体（complex 
III）のサブユニットとして機能する
ことで呼吸鎖に関与するタンパク質

Cytochrome bc1 complex 
cytochrome c subunit

 電子をユビキノールからシ
トクロムcに伝達

 プロトンポンプとして機能

多くの細菌やミトコンドリアに存在するが、
2B1抗体は微細な構造の違いを認識・識別

細胞呼吸の過程で電子を運ぶ役
割を果たし、ATPを産生するの
に必要なプロトン勾配を形成

抗体薬としての可能性

静菌効果

呼吸機能
の低下

足立リーダー
との共同研究

QcrC分子はワクチンとしても有効

成果



国立研究開発法人医薬基盤・健康・栄養研究所 7

『ワクチンマテリアルPJ』：ウェルシュ菌毒素特異的抗体を用いた診断システムの開発

便＋CPE
10 ng/ml

ヒト糞便＋ウェルシュ菌毒素

ウエルシュ菌毒素の検出

ウェルシュ菌毒素の検出

コレラ毒素
(ng/ml)

コレラ毒素の検出システム

特願2022-
5375

診断システム

特願2021-164746

迅速化・高感度化

一般財団法人阪大微生物病研究会（BIKEN財団）、
大阪健康安全基盤研究所との共同研究

カンピロバクター＆サルモネラを追加

現在、BIKEN財団で受託検査サービス
としての実用化を調整中

成果
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『細菌情報学PJ』：細菌側の重症化因子の探索：パンゲノムワイド関連解析

コアゲノム中の変異と
病態の相関

遺伝子の有無と病態の相関

菌
株
1

菌
株
3

菌株2

菌株4

細菌ゲノムの解読

細菌パンゲノムの算出

コア
ゲノム

パンゲノム

患者の病態情報と
分離菌株の収集

重篤な感染症無症候的定着
軽度な疾患

OnoM., Yamaguchi M.* et al. eLife under review

化膿レンサ球菌感染症と
肺炎球菌感染症の解析

パンゲノム解析に
基づく

ワクチン抗原探索

重篤な病態に関連する

細菌分子について、

機能や局在を解明し、

ワクチン抗原としての

可能性を検証する。

山口雅也
（細菌情報学PJリーダー）

成果
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『ワクチンマテリアルPJ』：All JAPAN体制で作るワクチン用キャリア・アジュバント評価プラットフォーム

保富康宏

研究参加者

山本拓也河原正浩

推進枠にて参加

笠原勇矢夏目やよい

研究分担者

國澤 純

研究代表者

ワクチン開発の中核拠点としての存在感

センター内並びに
センター間での連携

AMED SCARDA ワクチン・新規モダリティ研究開発事業

霊長類医科学研究センター
創薬デザイン研究センター
AI健康・医薬研究センター
難病・免疫ゲノム研究センター
創薬資源研究支援センター

山口雅也

小原有弘 鎌田春彦

徳島大学
教授へ

成果
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『ワクチンマテリアルPJ』：菌体成分のアジュバントへの応用（自ら研究）と外部機関への支援、アウトリーチ

• 既存アジュバント（MPLA）に比
べ経鼻ワクチンでの高い効果

• 安全性評価（国衛研の諌田先生）
• 類縁体を用いた構造活性相関解析

と高度化（阪大理・深瀬先生）
• 他のアジュバントとの併用効果

化学や薬学の先生方との協働が成果として挙がってきています。

九大薬・西田グループ

糖尿病マウスにおける
コロナワクチン

Antiefin

Nature Chem (acceptable)

東大工・山東グループ

オメガ3脂肪酸代謝物を
起点にした抗炎症性化合物

自ら開発しているアジュバントの実用化に向けた研究

Alcaligenes lipid A

Sun X et al, Int Immunol (2024)

阪大理・深瀬グループ
（筆頭著者はダブルメン
ター制度の大学院生）

酸性条件に強い酢酸菌リピドA

関西大・山﨑グループ

乳酸菌成分アジュバント

東京薬大・多田グループ

粘膜付着性ワクチンキャリア

アウトリーチ
活動

兵庫医大・黒田グループ

眼免疫標的アジュバント

共同研究
として
進行中

成果
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『腸内環境システムPJ』：腸内環境を基軸にした健康科学の発展と新規創薬・ヘルスケア産業創出への展開

大学

生活習慣データ
（食事・栄養、身体活動、睡眠）

日本国内の各地域と連携した
ヒトサンプルと情報の収集
（1万4千名以上のデータ）

他コホートとの連携

最先端ヘルス分析化学
ゲノム解析
 微生物（16S rRNA、
ショットガン）

 宿主ゲノム
 miRNA

メタボローム
 食品成分、薬剤
 代謝物
（ノンターゲット解析含む）

イムノーム
 免疫細胞
 サイトカイン
 抗体など

最先端ヘルスバイオロジー

動物モデル

分子細胞学

他機関との連携

地域包括ケアシステム

健康サポート
薬局

介護

かかりつけ医

新規学術情報の発信
新産業の創出
地場産業の活性化

個別化/層別化
栄養指導システム

微生物培養

血液便 唾液

健康データ

創薬

ヘルスケア

ワクチン

培養細胞

食品

最先端ヘルス情報科学
データベース・インフォマティクス・人工知能

生体サンプル

精密栄養学から
健康社会の実現へ！

「集団」から
「個人」「家族」へ

菌の名称から機能・実効物質へ

成果
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『健康マイクロバイオームPJ』：身体活動パターンの違いと腸内細菌叢との関連

目的 日常生活下における身体活動パターンの違い
と腸内細菌叢との関連について検討する。

対象者：成人男女890名（男性：422名、女性：468名）方法

Day 1 Day 7
加速度計の装着、便の採取

実験プロトコル
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多様性

調整変数：性別, 年齢, BMI, 地域, 歩数, MVPA, 喫煙状況, エネルギー摂取量, 
食物繊維摂取量, タンパク質摂取量, アルコール摂取量, 既往歴

多い

少ない

朝の身体活動量が多い人は、
 腸内細菌の種類が多く（多様性がある）
 酢酸産生菌（善玉）が多く
 フソバクテリウム（悪玉）が少ない

南里 妃名子
（健康マイクロバイ
オームPJリーダー、
（兼）行動生理研究
室長）

成果
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『健康マイクロバイオームPJ』：集団の解析から個別化解析へ ～ヒューマンカロリメーターを用いた研究～

代謝物

最高
血圧

最高
血圧

脈拍

130
85
75

心拍数

血圧

体温

血糖値 体重

食事 生活状況消化吸収速度

活動量
腸内細菌ゲノム

睡眠

●ヒューマンカロリーメーター：ヒトの熱産生量を直接測定する

●管理条件下における多様なデータの測定

消化吸収 代謝（栄養・水）

エネルギー消費

管理条件下で得られた
モニタリングデータや
精密情報を用いて個人
差を解明

健康状態や疾患発症との関
連を検討し、個別化栄養指
導システムへと展開する。

吉村英一
（健康マイクロバイ
オームPJ、（兼）エ
ネルギー代謝研究室
室長）

成果
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大阪・関西万博に提供予定現在、12種類の腸内・口腔細菌に対する抗体を
複数クローン樹立済み

職務発明として承認後、
複数社とMTA、実施許諾契約

様々な測定キットに展開可能
（例、フローサイトメトリー、ELISA, 

イムノクロマトなど）

『腸内環境システムPJ』：腸内細菌特異的抗体を活用した「迅速・簡便・安価」な検査キットの開発 成果



今後

国立研究開発法人医薬基盤・健康・栄養研究所 15

 ワクチンアジュバント・キャリアのデータベース拡張・公開により利活用開始

 自機関でのワクチンアジュバント・キャリアの開発と実用化

（ワクチン、アジュバント、診断システム）

 腸内環境と健康・疾患に関するデータベースの利活用拡大

（乳幼児、児童、家族や疾患の拡大）

 マイクロバイオーム医薬品、微生物代謝物の創薬・ヘルスケアへの展開とレギュラトリー研究

 精密栄養学に基づく「個別化・層別化栄養システム」の確立に向けた基盤技術の開発

『ヘルス・メディカル微生物研究センター』における今後の取組


